
▼
人
事
院
は
８
月
７
日
に
、
国
会
と
内
閣

に
対
し
、
国
家
公
務
員
の
給
与
等
に
関
す 

る
報
告
及
び
勧
告
を
行
い
ま
し
た
。 

▼
今
回
は
、
勧
告
と
同
日
に
出
さ
れ
た
公

務
員
連
絡
会
等
の
声
明
や
、
【
図
表
１
】

の
昨
年
の
人
勧
概
要
と
の
比
較
を
基
に
、 

少
し
分
析
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

▼
ま
ず
給
与
に
つ
い
て
で
す
。 

 

官
民
（
４
月
分
給
与
）
較
差
３
・
62

％
で
、
平
均
改
定
率
が
３
・
３
％
と 

▼
次
に
、
一
時
金
に
つ
い
て
で
す
。 

 

直
近
１
年
間
（
昨
年
８
月
～
本
年
７

月
）
の
民
間
の
支
給
状
況
等
を
踏
ま

え
、
年
間
４
・
60
月
を
、
４
・
65
月
に

す
る
と
い
う
勧
告
で
す
。
配
分
は
、
期

末
手
当
・
勤
勉
手
当
に
そ
れ
ぞ
れ 

０
・
０
２
５
月
と
な
り
ま
す
。 
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秋季賃金確定闘争へ向け学習を強化しよう！ 

人
事
院
勧
告
の
概
要
と
特
徴
点 

官
民
較
差
３
・
62
％
、
初
任
給
・
若
年
層
に
重
点
を 

置
き
つ
つ
、
そ
の
他
の
職
員
も
昨
年
を
大
幅
に
上
回
る
！
一

引
上
げ
改
定
。
一
時
金
０
・
０
５
月
分
増 

人 勧 

当面の日程 

な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
同
様
、
人
材
確
保
の

観
点
か
ら
総
合
職
・
一
般
職
の
大
卒
初
任
給

を
１
万
２
千
円
、
高
卒
初
任
給
を
１
万
２
千

３
百
円
引
き
上
げ
、
そ
の
他
の
号
俸
に
つ
い

て
は
、
若
年
層
に
重
点
を
置
き
、
そ
こ
か
ら

改
定
率
を
少
し
ず
つ
下
げ
て
い
く
形
で
、
全

職
員
の
引
き
上
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ち
な
み
に
、
引
き
上
げ
が
３
％
を
超
え
る

の
は
91
年
以
来
、
34
年
ぶ
り
と
な
っ
て
い 

ま
す
。 

【図表１】人事院勧告の概要（昨年との比較） 

区 分 2025人勧(8/7) 2024人勧(8/8) 

給 与 

▶官民較差 3.62％
（15,014円） 
▶採用市場での競争力
向上のため初任給を
大幅に引き上げ。 
 
▶若年層に重点を置き
つつ、その他の職員
も昨年を大幅に上回
る引上げ改定 
 
 
▶平均改定率 3.3％ 
（１級5.2％、２級4.2％、
３級3.4％、４級2.9％、５
級以上2.8％） 

▶官民較差 2.76％
（11,183円） 
▶採用市場での競争力
向上のため初任給を
大幅に引上げ（給与制

度のアップデートの先行実
施） 
▶初任給を始め若年層
からおおむね30歳台
後半に重点を置き、
そこから改定率を逓
減させる形で引上げ
改定 
▶平均改定率 3.0％ 
（１級11.1％、２級7.6％、
３級3.1％、４級1.3％、５
級以上1.2％） 

一時金 

▶0.05月分 
▶民間の支給状況を調
査し、期末手当及び
勤勉手当の支給月数
をともに0.025月分引
上げ 
▶年間4.60月⇒4.65月 

▶0.1月分 
▶民間の支給状況等を
踏まえ期末手当・勤
勉手当にそれぞれ
0.05月配分 
 
▶年間4.50月⇒4.60月 

その他 

▶職務・職責の重視 
①官民給与の比較方法、②
本府省業務調整手当、③特
地勤務手当等の見直し、④
昇格前の級に一定期間在級
することを求める制度（在
級期間表）を廃止 
▶通勤手当 
①自動車等、65㎞以上から
100㎞以上までの区分(5㎞
刻み)を新設(上限66,400
円) 
②現行の「60㎞以上」まで
の距離区分についても200
円～7,100円までの幅で引
上げ 
③駐車場等の利用に対する
通勤手当を新設(月5,000円
上限) 

▶月例給水準の確保 
月例給水準が地域別最低賃
金に相当する額を下回る場
合に、その差額を補填する
ための手当を措置 

▶寒冷地手当 
民間の同種手当の支給額を
踏まえ、月額を11.3％引上
げ（2024年4月実施）。新た
な気象データに基づき、支
給地域を改定（2025年4月実
施）。 

▶給与制度のアップ
デート（勧告、2025年4月

実施、初任給等の水準引き
上げは2024年4月先行実施） 
○俸給（係長以上職責重視
の体系へ） 
○地域手当（都道府県単
位、級地を５段階へ削減） 
○通勤手当等（支給限度額
を月15万円に引き上げ等） 
○扶養手当（配偶者分廃
止、子に係る手当増額） 
○ボーナス（成績優秀者へ
の勤勉手当支給上限引上げ
等） 
○その他手当（再任用職員
の手当拡大等） 

■8月18日（月）  

○18:30～北会・耶麻ブロック会議 
 

■8月19日（火）  

○13:30～県本部単代会議、15:00～
共済推進単代会議（県青少年会館） 
 

■8月22日（金）  

○18:30～南会津ブロック会議 
 

■8月23日（土）  

○10:00～連合福島核兵器廃絶と平和を
求める県民集会（福島市） 
 

■8月25日（月）～27日（水） 

○自治労第99回定期大会（宇都宮市） 
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機関紙の内容について職場の仲間と話し合おう！ 

 

編
集
後
記 

▼
こ
こ
会
津
で
も
、
連
日
の
猛
暑
と
干

ば
つ
に
よ
り
農
作
物
等
へ
の
影
響
が
深

刻
化
し
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
こ
こ
に

き
て
雨
が
続
い
て
い
ま
す
（
12
日
現

在
）
。
全
国
的
に
見
れ
ば
、
九
州
や
北

陸
な
ど
で
は
、
局
地
的
に
激
し
い
雨
と

な
り
甚
大
な
被
害
が
出
て
い
る
よ
う
で

す
。
世
界
的
に
見
て
も
、
中
国
南
部
で

は
記
録
的
大
雨
と
な
り
、
建
物
や
自
動

車
等
が
流
さ
れ
た
り
、
多
く
の
死
傷
者

が
出
て
い
る
よ
う
で
す
。
一
方
、
南
半

球
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
南
東
部
で
は
、

40
年
ぶ
り
の
大
雪
に
見
舞
わ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
。
地
球
全
体
の
気
候
が
狂

い
始
め
て
い
る
よ
う
で
す
。
防
災
対
策

必
須
の
時
代
で
す
ね
。 

 

（
坂
内
） 

▼
次
に
、
今
回
の
勧
告
の
給
与
・
一
時

金
以
外
の
特
徴
点
等
（
概
要
）
に
つ
い 

て
記
載
し
ま
す
。 

①
通
勤
手
当
に
つ
い
て
、
現
行
の
支
給

金
額
の
引
上
げ
と
「
１
０
０
㎞
以
上
」

を
上
限
と
す
る
新
た
な
距
離
区
分
の
設

定
。 

②
駐
車
場
等
の
利
用
に
対
す
る
通
勤
手 

当
の
新
設 

③
特
地
勤
務
手
当
等
に
つ
い
て
、
官
署

指
定
の
見
直
し
や
他
の
手
当
と
の
調
整

措
置
の
廃
止
等 

④
月
例
給
与
水
準
が
、
「
地
域
別
最
低

賃
金
に
相
当
す
る
額
」
を
下
回
る
場
合

に
、
そ
の
差
額
を
補
填
す
る
た
め
の
手

当
を
新
設 

等 

▼
人
事
院
勧
告
の
次
は
、
い
よ
い
よ
私

た
ち
に
直
接
影
響
す
る
「
県
人
事
委
員

会
勧
告
」
（
以
下
、
県
人
勧
）
で
す
。

人
事
院
勧
告
を
ベ
ー
ス
と
し
た
内
容
と

な
る
訳
で
す
が
、
「
県
内
の
官
民
較

差
」
と
な
る
の
で
、
給
与
改
定
率
等
が

変
わ
っ
て
く
る
可
能
性
が
高
い
で
す
。

ち
な
み
に
、
昨
年
は
国
の
２
・
76
％ 

に
対
し
、
県
人
勧
は
２
・
80
％
で
し 

た
。 

▼
県
人
勧
は
、
昨
年
は

10

月
２
日

（
水
）
で
し
た
。
各
単
組
と
も
、
秋
季

賃
金
確
定
闘
争
へ
向
け
、
人
事
院
勧
告

内
容
の
学
習
や
、
秋
闘
独
自
要
求
書
作

成
へ
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
検
討

な
ど
、
準
備
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。 

▼
特
に
、
今
回
の
勧
告
で
は
、
官
民
給

与
比
較
に
お
け
る
「
比
較
企
業
規
模
」

が
「

50

人
以
上
」
か
ら
「
百
人
以

上
」
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
06

年
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
「
百
人
以
上
」

が
「
50
人
以
上
」
と
な
っ
た
訳
で
す

が
、
こ
れ
が
元
に
戻
っ
た
こ
と
に
な
り 

ま
す
。
な
お
、
勧
告
本
文
に
は
、 

「
百
人
以
上
」
と
し
て
比
較
し
た
こ
と

に
よ
り
＋
０
・
37
％
の
影
響
が
あ
っ 

た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

▼
ま
た
、
来
年
４
月
か
ら
「
昇
格
前
の

級
に
一
定
期
間
在
級
す
る
こ
と
を
求
め

る
制
度
（
在
級
期
間
表
）
を
廃
止 

す
る
」
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

自
治
労
と
し
て
は
「
目
安
が
な
く
な
る

こ
と
が
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
と
な
る
可
能

性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
治
体
の
独
自

性
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
総
務
省
対
策
を 

行
う
」
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

▼
勧
告
に
よ
る
年
間
差
額
が
ど
の
程
度

に
な
る
の
か
？
【
図
表
２
】
に
級
別
に

号
給
（
国
は
「
号
俸
」
）
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
一
覧
表
に
し
て
い
ま
す
。

【
図
表
２
】
で
お
分
か
り
の
よ
う
に
、

新
採
を
含
む
若
年
層
給
与
（
俸
給
）
を

除
け
ば
、
同
程
度
の
改
定
額
と
な
る
よ

う
で
す
。
ち
な
み
に
昨
年
の
改
定
で
は

級
・
号
給
が
上
が
る
ほ
ど
、
改
定
額
が

小
さ
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
（
昨
年
８

月
15
日
発
行
の
機
関
紙
と
比
較
し
て 

み
て
く
だ
さ
い
。
） 

級 号給 改定額② ②×12月=③ 一時金0.05月=④ 年間差額③＋④ 現行月額① 改定率 

1 12 12,500 150,000 10,100 160,100 203,300 6.1% 

1 44 10,600 127.200 12,200 139,400 245,400 4.3% 

2 12 10,800 129,600 12,500 142,100 250,000 4.3% 

2 28 10,800 129,600 13,300 142,900 267,700 4.0% 

3 8 11,100 133,200 13,800 147,000 276,900 4.0% 

3 42 10,300 123,600 16,000 139,600 320,300 3.2% 

4 22 10,800 129,600 16,800 146,400 337,200 3.2% 

4 52 11,000 132,000 18,900 150,900 378,200 2.9% 

4 80 10,700 128,400 19,600 148,000 393,000 2.7% 

【図表２】の解説 
※10月初旬に出される予定の県人事委
員会勧告も、今回の人事院勧告と同じ改
定率と仮定して、試算したものです。あ
くまで、「目安」としてご覧ください。 
 
①級・号給は、県内単組のモデル賃金か
ら抜粋したものです。 
②現行月額は県の現行給料表の額です。 
③改定額は、例えば「1級12号給」で
あれば、国俸給表の「１級12号俸」の
改定率で算出しています。 
④一時金は、扶養手当や役職
加算は加味していません。 
⑤ご自分の級・号給と近い方
の改定額等を参照してくださ
い。 

総支部HP 

会津総支部ホーム
ページのトップペー
ジです。  

機関紙 

総支部機関紙のバッ
クナンバーは、こち
らから。 

【図表２】人勧内容を基にした給与・一時金の年間差額試算（目安額） 


